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みなさま、あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。
2023年は、みなさまにとってどのような 1年でしたか。
5月にコロナが 5類へと移行後、Withコロナの生活が少しずつ定着し、社会活動との両立が求めら

れるようになりました。医療や介護、福祉の現場では感染対策を継続しながら、日常が戻りつつある
ことを実感できるようになったのではないでしょうか。一方で、ロシアによるウクライナ侵攻は長期
的な戦争が継続し、イスラエルによるパレスチナ・ガザ地区への軍事侵攻が始まるなど、世界的には
平穏な時代から不安定な時代へと移行しています。また、深刻なエネルギー不足や物価高は、私たち
の生活にも大きな影響を与えています。
明るい話題としては 3月のワールドベースボールクラシック2023では、日本が世界一に輝くととも

に、阪神タイガースとオリックスが59年ぶりの関西対決の末、阪神が38年ぶりに日本一に輝き、11月
23日には神戸と大阪で優勝パレードが開催されました。阪神ファンの私にとって、とても嬉しい出来
事でした。
本会においては、会員数も1,800名を超えるとともに、 6月には設立から30周年を迎え、記念講演・

記念式典を開催し、記念誌を発行いたしました。
さて、いよいよ2024年の新たな年が幕を開けます。 5月には、神戸で世界パラ陸上、 7月から 8月

にかけて、パリでオリンピック・パラリンピックが開催されます。
本会は、組織力向上のため「兵庫県社会福祉士会2025・ 5 ヵ年計画」の推進に取り組んでおり、入

会促進キャンペーン等を行うとともに、研修管理システムmanaable （マナブル）の導入により、研修
受講の際の利便性の向上や研修参加費の支払いの簡便化をはかります。また、地区ブロックでは「集
い場」を拡大し、会員交流を盛んにすることによってネットワークづくりの一助とします。そして、
7月にソーシャルワーカーデーイベントや、2025年 2 月には、本会が主催県となる近畿ブロック研究・
研修大会の開催を予定しています。
これからも新しい時代に相応しいソーシャルワークを展望し、地域共生社会の実現に向けて、みな

さまとともに、権利擁護や自立支援の活動に取り組んでいきたいと考えます。
最後に、本年は辰年です。辰は干支のなかで、唯一の空想上の動物で、干支のなかで最も活力があり、

強力な生き物です。辰年生まれの方は、勇気、粘り強さ、知性を備えており、熱狂的で自信家であり、
行動力があるといわれています。これという目標を見つけたら、それに向かってひたすら邁進し、実
現していく力を有しています。また、冒険心があり、名声を得ることを夢見ています。また、恋愛面
では熱狂的で親切な性格をもっているので、愛する人にとても寛大になります。2024年は忍耐と自己
規律を実践し、生産的な追求にエネルギーを注ぐ年になりそうです。2024年のおすすめのパワースポッ
トは、箱根・九頭龍神社、京都・貴船神社、奈良・室生龍穴神社、福岡・志賀海神社です。
本会は辰（龍）のように新たに飛翔する年として、会員みなさまに寄り添い、必要とされる会とな

りますよう一層努力してまいります。みなさまお一人おひとりのご活躍をお祈りしています。

謹賀新年　龍のようにさらなる飛翔を 　会長　岡本　和久
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※　  各研修につきましては、申込人数が少ない場合、中止することがありますので、予めご了承いただきますよう
お願い致します。

■ 自然災害による中止及びその告知について
　　　研修開始の２時間前に研修開催場所に特別警報が発令された場合は、研修会を中止いたします。また、特別
警報の発令に関わらず、台風接近や自然災害の状況をみて、研修会をやむを得ず中止する場合がありますので
ご了承ください。

　　　基準等は、本会ホームページをご参照ください。　http://www.hacsw.or.jp/　

　　　研修開催の中止が決定した場合は、研修開始 2時間前に本会ホームページ、または本会ホームページ下部に
ある Facebook に掲載します。掲載がなければ開催するものとご理解ください。

個別連絡は致しませんので、予めご了承いただきますようお願いいたします。
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お知
らせ 役員改選のお知らせ

選挙管理委員の公募の決定について

　「一般社団法人兵庫県社会福祉士会 役員候補者及び役員選出に関する規則」に基づき選挙管理委
員の公募を実施していましたところ、下記の 3名に決定いたしましたことを報告します。

会員名 会員番号

委員長 谷口　智昭 25674

委員 藤井　真人 43392

委員 中山　　緑 53378

一般社団法人兵庫県社会福祉士会　会長　　岡本　和久
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お知
らせ 一般社団法人兵庫県社会福祉士会

会員理事候補者・会員監事候補者 立候補者の公募について（公示）

 　2024年 1 月10日

一般社団法人兵庫県社会福祉士会
会員理事候補者・会員監事候補者　立候補者の公募について（公示）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選挙管理委員会
 委員長　谷口　智昭
 委　員　藤井　真人
 委　員　中山　　緑

　2024年度及び2025年度の役員選出について、「一般社団法人兵庫県社会福祉士会　役員候補者及
び役員選出に関する規則第 7条第 3項」に基づき、会員理事・会員監事立候補者の公募を公示し
ます。
　つきましては、会員理事候補者・会員監事候補者に立候補される方は、下記及び「一般社団法
人兵庫県社会福祉士会　役員候補者及び役員選出に関する規則」をご確認の上、立候補の手続き
を行ってください。

記

　 1　役員区分と定数
　　（ 1）会員理事　　　定数　10名
　　（ 2）会員監事　　　定数　 2名
　 2　任期　　 2年間
　 3　立候補受付開始日　　2024年 1 月24日
　 4　立候補受付締切日　　2024年 2 月13日
　 5　立候補手続き
　　　 立候補理由を明記した立候補届（様式 1）に、 3人の正会員から受領した推薦書（様式 2）

を添えて、下欄の選挙管理委員会まで郵送により提出すること。（2024年 2 月13日消印有効）
　 6　選出までの流れ　2024年 3 月23日　予算総会にて　選挙がある場合は立会演説会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選挙がない場合は所信表明演説会
　 7　選出時期　　2023年度決算総会時（2024年 6 月）
　 8　選出方法　　総会出席者による投票及び期日前投票による（いずれも単記無記名投票）
　 9　立候補者の資格　　2024年 1 月10日現在、本会の正会員として在籍していること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　提 出 先：〒651-0062
　　　　　　　　　　神戸市中央区坂口通 2 - 1 - 1 　兵庫県福祉センター 3階
　　　　　　　　　　一般社団法人　兵庫県社会福祉士会　選挙管理委員会
　　問い合わせ先：ＴＥＬ　078－265－1330　ＦＡＸ　078－265－1340（事務局）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（様式 1）

一般社団法人 兵庫県社会福祉士会　役員立候補届

　私は、一般社団法人兵庫県社会福祉士会 役員候補者及び役員選出に関する規則第 6条第１項に基づき、
2024 年度役員改選の役員に立候補しますので、3名の正会員の推薦書を添えて届け出ます。

理事・監事の立候補区分＊ 会員理事　・　会員監事

　　　　　NO.

（ふりがな）
氏　　名

性別＊
年齢 　　　　 歳

男・女

会員番号
勤務先名称及び
職種内容現住所地名

（市区町村名のみ）

主な活動歴

社会福祉士会での活動歴

勤務先での職務経歴

立候補の
理由・抱負

　　　　　　　　　　　　　　　　　（200 字以上 400 字以内でお願いいたします）
推薦者

（会員番号）
氏　名

 1．（No.　　　　　）  2．（No.　　　　　）  3．（No.　　　　　）

　　　　　　　以上のとおり、立候補を届け出ます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名（自筆）　　　　　　　　　　　　　　㊞
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役員立候補届出をされる場合は、以下の内容を確認の上、届け出てください。

（ 1）法律により、役員に就任できない者が決められています。
　（一般社団法人及び一般財団法人に関する法律から抜粋）
 　第65条　次に掲げる者は、役員となることができない。
 　 1　法人（会社・団体）
 　 2　成年被後見人若しくは被保佐人又は外国法で同様の者
 　 3  　この法律や会社法などに違反し、刑に処せられ、その執行を終わり、又はその執行を受け

ることがなくなった日から 2年を経過しない者
 　 4  　前号に規定する法律の規定以外の法令の規定に違反し、禁固以上の刑に処せられ、その執

行を終わるまで又はその執行を受けることができなくなるまでの者（刑の執行猶予中の者を
除く。）

（ 2）本会の規定により、役員に立候補する場合は、次の条件を満たすことが必要です。
　（一般社団法人兵庫県社会福祉士会　役員選出に関する細則から抜粋）
 　第 9 条　規則第 6条第 1項第 1号に基づく正会員の資格要件は、次に掲げる事項をすべて満た

す者とする。
　　　（ 1）選挙管理委員会が第 8条の公示を行った時点で、本会の正会員として在籍していること。
　　　（ 2）海外に在住していないこと。
　　　（ 3）本会の年会費が未納でないこと。

（ 3）その他、役員に立候補する場合は、次の点にご留意ください。
 　※理事会に必ず出席できること
 　一般社団法人では、理事会における書面出席や代理人による出席は、一切認められていません。
  　 そのため、理事会に欠席されますと、理事会の成立要件である、理事の過半数による出席など
の要件を満たさない恐れがあります。他の理事への迷惑や会の運営に支障を来たしますので、
理事会には、必ず出席してください。

（ 4）立候補届について
 　①届出用紙の＊欄は、該当するものに◯印をつけてください。
 　②届出にあたっては、会の定款・規則・細則を確認の上、行ってください。
 　③ 届出にあたり、正会員 3名の推薦書を添えて届け出てください。また、その推薦書には、立

候補者本人の捺印欄がありますので、忘れずに捺印してください。
 　④届出は、会の事務局へ郵送にて行ってください（締切日消印有効）。
 　（送付先）〒651-0062 　神戸市中央区坂口通 2 - 1 - 1 　兵庫県福祉センター 3階
 　　　　　　　　一般社団法人兵庫県社会福祉士会　選挙管理委員会　宛

（ 5）掲載時期について
 ・こうのとり通信（春号）（ 4月上旬発送予定）
 ・兵庫県社会福祉士会ホームページ（会員専用ページ） 5月予定
 ・ 6月総会議案集（ 5月下旬発送予定）

（ 6）掲載方法について
  　 こうのとり通信（春号）・ホームページ（会員専用ページ）・総会議案集での掲載内容は、ご提
出いただいた「役員立候補届」・「役員立候補者推薦書」をPDFにし、そのまま掲載させていた
だきますので、ご了承ください。

 　なお、セキュリティ面を考慮して、連絡先・捺印部分については削除させていただきます。
  　 ※ホームページの掲載について支障のある方は、 5月 1日（水）までに本会事務局へご連絡を
お願い致します（ 1日までにご連絡がない場合は、掲載のご承諾をいただいたと判断します）。

（ 7）立候補者の方へ
 ・ 3 月23日予算総会時のご挨拶のお願い
  　 立候補者の皆様には、総会当日会員に向けて、選挙がある場合は立会演説を、選挙がない場合
は所信表明演説をお願いしたいと考えております。（各候補者持ち時間 3分以内とします）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（様式 2）

一般社団法人 兵庫県社会福祉士会　役員立候補者推薦書

　私は、一般社団法人兵庫県社会福祉士会 役員候補者及び役員選出に関する規則第 6 条第 2 項に基づ
き、次の方を 2024 年度役員改選の役員立候補者として推薦します。

推薦する
立候補者名

理事・監事の
立候補区分＊

会員理事・会員監事

　　　　　推薦理由

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（200 字以上 400 字以内でお願いいたします）

　　　　　　上記のとおり、推薦いたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　2024 年　　月　　日

推薦者氏名（会員番号）
（自筆）

（No.　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

連　絡　先
〒

　　　　　　　　　　　（電話：　　　－　　　　－　　　　）
※立候補者の確認印
（立候補者が捺印のこと）

＊欄は、該当するものに丸をつけてください。
※推薦に当たっての注意事項
　・推薦者が推薦できる立候補者は、 1 人です。
　・ 推薦理由の記載内容につきましては、総会議案集に推薦者の氏名と合わせて推薦理由も掲載す

る予定です。誠に恐縮ですが、推薦理由を 200 字以上 400 字以内に記載していただきますよう
御協力方よろしくお願いいたします。

　・立候補者は、他者の推薦者になることはできません。
　・ 推薦者の要件は、選挙管理委員会が役員選出に関する細則第 8 条の公示を行った時点で、本

会の正会員として在籍しており、本会の年会費が未納でないことです。
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　　　　　  【共通様式】
一般社団法人兵庫県社会福祉士会 

　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロック役員改選について　　　　　　 2024 年 1 月 10 日

　ブロック会則により、役員の任期は 2 年となっております。このため、本年は役員の改選の年にな
りますので、立候補者を募ります。
　立候補される方は、所定の共通様式 1（次頁）に従い記入の上、下欄の各ブロック事務所まで公募期
間内に御返送くださいますようお願いいたします。
　なお、現役員の方に対する再任についての妨げはございません。また、定数に満たない場合もしくは
超えた場合は、ブロック総会において選出することとなります。

　　　　　　  【各ブロック事務所及び公募期間】

ブロック名 住　　　　　　　　　　　　所 Ｆ　Ａ　Ｘ 公　募　期　間

阪 神
〒661-0961　尼崎市戸ノ内町6-15-27
担当：　原田　定道
E-mail：miharasino_oka@yahoo.co.jp

1 月24日
（水）

～

2 月13日
（火）

神 戸
〒 651-0062 神戸市中央区坂口通 2-1-1
兵庫県福祉センター 兵庫県社会福祉士会内

078-265-1340

東 播

〒 674-0051　明石市大久保町大窪 3104-1
社会福祉法人三幸福祉会　
特別養護老人ホーム清華苑 内
東播地区ブロック　事務局　田村 智之

078-934-0830

西 は り ま
〒 671-1116　姫路市広畑区正門通 1-8-10
きしソーシャルワーカー事務所
西はりまブロック事務局　岸　剛健　

050-3730-2710

丹 波
〒 669-3464　丹波市氷上町石生 36‒1
兵庫サポートセンター　担当：中川　優一
E-mail: hacsw.tanba@gmail.com

但 馬
〒 668-0337 豊岡市但東東里 61-2
担当：下中智晃
E-mail：avecmonmari@gmail.com

0796-56-0359

淡 路
〒 656-0051 洲本市物部 1-3-20 
吉田麻希社会福祉士事務所内

0799-25-2480

　　　※メールアドレスの記載のあるブロックは、メールでの届け出も可能です。

　　　※【共通様式 1】のデータが必要な方は、事務局までお問い合わせください。
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　　　　　  【共通様式１】

ブロック役員立候補届

　　　　〇該当するものに〇をつけてください。
　　　　　【立候補するブロック】

（　　）　阪神ブロック　　　　（立候補区分あり）
（　　）　神戸ブロック　　　　（立候補区分あり）
（　　）　東播ブロック　　　　（立候補区分あり）
（　　）　西はりまブロック　　（立候補区分なし）
（　　）　丹波ブロック　　　　（立候補区分なし）
（　　）　但馬ブロック　　　　（立候補区分なし）
（　　）　淡路ブロック　　　　（立候補区分なし）

　　　　【立候補区分】（※立候補区分のないブロックの立候補者は、記載の必要はありません。）
（　　）　ブロック理事
（　　）　ブロック監事

私は、一般社団法人兵庫県社会福祉士会ブロック役員に立候補します。

 年　　月　　日

ふ り が な

氏 名

年
齢

　　　　　　　歳

住 所

連 絡 先
Ｅメール

〒

℡
Ｅメール　　　　　　　　　　＠

勤 務 先
　　　　　　　　　　　　　℡

入 会
　　　　　年　　月　　日　　　　　　会員番号第　　　　　　　　号

備 考

　　　　　　　　　※　公募期間内に郵送又はＦＡＸ、メールにて各ブロック事務所まで提出願います。

■■　　99　　■■



（目的）
第 1 条　この規則は、一般社団法人兵庫県社会
福祉士会（以下「本会」という。）定款に基づき、
役員候補者選出に関する基本的事項を定める
ことを目的とする。

（役員候補者の種類）
第 2 条　この規則において役員候補者とは、理
事候補者及び監事候補者をいう。

（理事の区分及び定数）
第 3 条　理事を次のとおり区分する。　　　　　　
　（ 1） 会員理事　　　 6名以上10名以内で選挙

管理委員会が告示した数
　（ 2） 会員地区ブロック推薦理事　 7名

（監事の区分及び定数）
第 4条　監事を次のとおり区分する。
　（ 1）会員監事　 2名

（役員候補者選出方法）
第 5 条　本会の役員候補者の選出方法は、次の
とおりとする。

　（ 1） 役員候補者は立候補制とする。ただし、
第 3条、第 4条の定数以下の場合は、そ
の者を役員候補者とする。第 3条 1号及
び第 4条の定数以上の場合は、正会員に
よる単記無記名選挙を行い、役員候補者
を選出する。

　（ 2） 立候補者が定数に満たない場合は、不足
する役員候補者数を対象に立候補の再受
付を行う。

　（ 3） 前号の選出方法は、（ 1）号の規定に準
ずるものとする。

　（ 4） 会員地区ブロック推薦理事候補者は、地
区ブロックが推薦する者とする。

（会員理事候補者・会員監事候補者の立候補）
第 6 条　会員理事候補者・会員監事候補者に立
候補する場合の要件は、次のとおりとする。

　（ 1） 立候補者は、定款第 5条第 1項第 1号に
規定する正会員であること。

　（ 2） 第 7 条第 4項に定める立候補受付期間内
に立候補したこと。

　（ 3） 立候補手続を当会の定める方法（郵送の
方法）により行ったこと。なお，締切日
の消印は有効とする。

　（ 4） 所定の立候補届に立候補理由その他理事
会が定める記載事項を明記した上で，立
候補したこと。

　（ 5）選挙管理委員でないこと。

2  　立候補者は，立候補にあたり正会員 3名の

推薦者を必要とする。なお，推薦者は次の各
号の要件を全て満たさなければならない。
　（ 1） 所定の推薦書に推薦理由その他理事会で

定める記載事項を明記すること。
　（ 2） 推薦者 1名につき， 1名を超える推薦を

行っていないこと。
　（ 3）当該選挙における立候補者でないこと。
　（ 4）選挙管理委員でないこと。

（選挙管理委員会）
第 7 条　役員選出にかかる公正な事務を行うた
め、選挙管理委員会を設置する。
2  　選挙管理委員会の委員定数は、 3名とする。
3  　選挙管理委員会は、会員理事・会員監事選
出のための公示を、立候補受付期間開始日の
2週間前までに行う。
4  　選挙管理委員会は、20日以上30日を超えな
い範囲で、立候補受付期間を定めなければな
らない。
5  　選挙管理委員会は、立候補の受付及び審査
を行い、立候補者名簿をととのえなければな
らない。

（選挙管理委員）
第 8 条　選挙管理委員は、正会員の中から公募
し事務局で抽選により選出され、会長が委嘱
する。
2  　前項の公募方法等の細目については、理事
会において別に定める。
3  　選挙管理委員は、会員理事候補者・会員監
事候補者に立候補し、または立候補者を推薦
することができない。
4  　選挙管理委員長は、選挙管理委員の互選に
より選出する。
5  　選挙管理委員の任期は、その就任時から役
員改選にかかる総会の当日までとする。
6  　第 1項により選出された委員の名簿は、会
長が会員に公表する。

（役員候補者名簿の公示）
第 9 条　選挙管理委員会は、第 5条に規定する
選挙を行う場合は、立候補者名簿を期日前投
票の10日前までに、会員に送付しなければな
らない。

（役員候補者名簿の提出）
第 10条　選挙管理委員会は、役員候補者が選出
され次第、速やかに役員候補者名簿を理事会
に提出しなければならない。

（役員の選出）
第 11条　理事会は選挙管理委員会から提出され
た、役員候補者名簿を総会に提示し、議決を

一般社団法人兵庫県社会福祉士会
役員候補者及び役員選出に関する規則

 規則第 5号
 2009年 4 月 1 日制定
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求めなければならない。
2  　理事・監事は、前項の役員候補者名簿に記
載された者について、総会の議決により選出
する。
3  　前項の総会の議決は、役員候補者名簿を一
括して採決するものとする。

（役員の名簿の公表）
第 12条　理事会は、会報等により役員名簿を次
のとおり公表するものとする。

　（ 1）氏名
　（ 2）性別
　（ 3）勤務先名
　（ 4）現住所地名（市区町村名のみ）
　（ 5）役職名
2  　会長は、前項各号の内容について役員に異
動があったときは、速やかに最新の名簿情報
を公表するものとする。

（欠員）
第 13条　役員に欠員が生じた場合の措置は、理
事会において別に定める。

（委任）
第 14条　この規則に定めるものの他、細目に関
する事項は、理事会において別に定める。

（改正）
第 15条　この規則を改正するときは、総会の承
認を得なければならない。

附　則
1  　この規則は、本会が設立した日から施行す
る。
2  　本会設立当初の役員選任については、原始
定款の定めによる。
3  　この規則は、2012年 3 月20日より施行する。
4  　この規則は、2015年 6 月27日から施行する。

（目的）
第 1 条　この細則は、一般社団法人兵庫県社会
福祉士会（以下「本会」という。）役員候補者
及び役員選出に関する規則（以下「規則」と
いう。）に基づき、役員候補者選出に関する細
則事項を定めることを目的とする。

（改選年）
第 2 条　役員改選は、西暦偶数年ごとに、その
年の通常総会において行う。
2  　理事会は、前項の改選実施について、その
4ヶ月前から会員へ広報しなければならない。

（選挙管理委員の公募）
第 3 条　理事会は、規則第 7条に規定する選挙
管理委員会を設置するため、前条第 1項に規
定する改選年の 1月末日までに、選挙管理委
員の公募を開始しなければならない。
2　公募期間は、その都度理事会で定める。

（選挙管理委員の応募方法）
第 4 条　選挙管理委員に応募する者は、本会事
務局あてに、所定の応募用紙に必要事項を記
入し、郵送またはＦＡＸ、Ｅメールにて提出
しなければならない。
2  　前項のうち、Ｅメールを利用する場合は、
所定の応募用紙を添付しなければならない。
3  　第 1項の応募受付事務は、本会事務局が行う。

（選挙管理委員会の編成）
第 5 条　選挙管理委員会は、規則第 8条第 1項

の規定により、応募者の中から抽選で 3人を
選出する。
2  　抽選は、無作為な方法を用いて事務局が実
施する。
3  　事務局は、前項の抽選結果を速やかに応募
者全員に通知する。
4  　応募者が 3人に満たないときは、その不足
する人数を理事会の推薦により決定するもの
とする。

（選挙管理委員の名簿公表）
第 6 条　会長は、選挙管理委員の名簿が確定次
第、遅くとも改選年の 3月末日までに、会報
等により会員に公表しなければならない。

（選挙の公示）
第 7 条　選挙管理委員会は、改選年の 3月末日
までに、規則第 7条第 3項の公示を行わなけ
ればならない。

（公示内容）
第 8 条　前条の公示内容は、次に掲げる事項を
明示するものとする。
　（ 1） 理事候補者の区分並びに理事候補者・監

事候補者の定数
　（ 2）任期
　（ 3）立候補受付開始日
　（ 4）立候補受付締切日
　（ 5）立候補手続き
　（ 6）選出時期
　（ 7）選出方法

一般社団法人兵庫県社会福祉士会
役員選出に関する細則

 細則第 1号
 2010年 1 月23日制定

■■　　1111　　■■



　（ 8）その他必要事項

（会員理事候補者・会員監事候補者の立候補資格
要件）
第 9 条　規則第 6条第 1項第 1号に基づく正会
員の資格要件は、次に掲げる事項をすべて満
たす者とする。

　（ 1） 選挙管理委員会が第 8条の公示を行った
時点で、本会の正会員として在籍してい
ること。

　（ 2）海外に在住していないこと。
　（ 3）本会の年会費が未納でないこと。

（推薦者の要件）
第 10条　推薦者である正会員の資格要件は、次
に掲げる事項をすべて満たす者とする。

　（ 1） 選挙管理委員会が第 8条の公示を行った
時点で、本会の正会員として在籍してい
ること。

　（ 2）本会の年会費が未納でないこと。

（会員地区ブロック推薦理事候補者の立候補者資
格要件及び選出方法）
第 11条　規則第 3条第 1項第 2号に基づく会員
地区ブロック推薦理事候補者の資格要件は、
第 9条に準じ、地区ブロックにて候補者を選
出する。

（立候補受付期間）
第 12条　選挙管理委員会は、規則第 7条第 4項
の規定に基づき、20日以上30日を超えない範
囲で会員理事候補者・会員監事候補者の立候
補の受付期間を定め、改選年の 4月末日まで
にこれを完了させなければならない。

（立候補届様式）
第 13条　会員理事候補者・会員監事候補者に立
候補する者は、所定の「様式 1」に立候補理
由を明記し届け出なければならない。
2  　立候補者の自署及び捺印のないものは無効
とする。

（推薦書様式）
第 14条　第10条に規定する会員理事候補者・会
員監事候補者を推薦する者は、所定の「様式 2」
に推薦理由を明記して届け出なければならな
い。
2  　推薦者の自署及び捺印のないものは無効と
する。
3  　立候補者確認印のないものは無効とする。

（応募手続）
第 15条　会員理事候補者・会員監事候補者の立
候補者は、第13条の立候補届を提出するとき
は、 3人の正会員から第14条の推薦書を受領
し、とりまとめて選挙管理委員会あてに郵送
し、提出するものとする。
2  　前項の規定にかかわらず、規則第 6条第 1

項第 3号の提出期限を過ぎたものは提出がな
かったものとみなす。

（立候補者の名簿等情報の公表）
第 16条　選挙管理委員会は、規則第 9条の規定
に基づき、会員理事候補者・会員監事候補者
の立候補者の名簿等の情報を次のとおり会報
等により会員に公表する。
　（ 1）理事候補者・監事候補者の立候補区分
　（ 2）氏名
　（ 3）性別
　（ 4）年齢
　（ 5）会員番号
　（ 6）勤務先名称及び職種内容
　（ 7）現住所地名（市区町村名のみ）
　（ 8） 主な活動歴（社会福祉士会での活動歴及

び勤務先での職務経歴）
　（ 9）立候補の理由・抱負
　（10）推薦者氏名・会員番号及び推薦理由

（投票及び投票方法）
第 17条　規則第 5条の規定に基づく、投票は、
総会出席者による投票及び期日前投票とし、
投票方法は次のとおりとする。
　（ 1） 選挙は、あらかじめ指定された投票用紙

に、立候補者の中から 1名選択し、氏名
を記入して投票する。

　（ 2） 投票は単記無記名投票とする。
　（ 3） 投票用紙に 2名以上の氏名が記入された

場合は、これを無効票とする。また、氏
名の誤記入については、選挙管理委員会
の判断に委ねる。

　（ 4） 期日前投票は、郵便による投票とし、指
定された期日までに到着したものを有効
とする。

（役員候補者の決定）
第 18条　役員候補者の決定は、次のとおりとす
る。
　（ 1） 総会における投票数及び期日前投票の投

票数の合計数が、第 8条にて公示した定
数に至るまでの上位者を役員候補者とす
る。なお、第 8条にて公示した定数の順
位となる者が複数のため第 8条にて公示
した定数を上回った場合は、同順位者を
対象に、くじ引きにより決する。

　（ 2） 候補者が定数を下回る場合は、立候補者
を役員候補者とする。

（改廃）
第 19条　この細則を改廃するときは、理事会の
承認を得なければならない。
附　則
1　この規則は、2010年 1 月23日から施行する。
2　この規則は、2013年12月21日から施行する。
3　この規則は、2015年 4 月18日から施行する。

■■　　1212　　■■



manaable

manaable
https://hacsw.manaable.com/signup

https://hacsw.manaable.com/login

 
 

 

Zoom

manaable

■■　　1313　　■■



 会員の声を聞き、会員の所属意識を⾼め、会員サービスの充実を検討していく
ための第⼀歩として、今年度中に既存の会員にとって兵庫県社会福祉⼠会はどの
ようなものか調査を⾏い、会員の満⾜度を⾼めるとともに今後の会のあり⽅を考
えていきたいと思っております。
 その為に、皆様の本会へのお気持ちをお聞かせ下さい。（回答時間は５分程度）
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会場開催により意見交換も活発に
　久々の会場開催により、演習前から参加者同士の話し合いが活発に行われ賑わっていました。
2日間は演習がメインの研修であり、模造紙に医療的ケア児を支える資源を書き込んだほか、ロー
ルプレイなどを行いました。オンラインでも演習はできていましたが、やはり会場ならではの空
気感（熱気）のようなものがあり、受講者の意欲や意識も高まったように感じられました。
　 3日目をオンラインにしたこともアンケートでは「オンラインは研修会場への移動がないので、
研修終了後、すぐに職場に向かうことができます。また、講師の表情やスライドも、しっかりと
確認することができました」と好評で、次年度以降も会場+オンラインでの開催を希望する声が
多数寄せられました。

【所感等】

報告

開 催 日　　姫路会場　2023年 9月23日～25日　　修了者数　80名
神戸会場　2023年10月23日～25日　　修了者数　73名

講　　師　　増田　真樹子氏（社会福祉法人西宮市社会福祉協議会）
中山　猛氏（社会福祉法人西宮市社会福祉協議会）

2023年度医療的ケア児等コーディネーター養成研修

兵庫県社会福祉士会事務局　胡中　智礼

「会場+オンライン」初開催
　「医療的ケア児等支援者養成研修」を修了した者を対象に、医療的ケア児等の支援を総合調整す
る者（コーディネーター）を養成する研修です。当該研修は「要医療児者支援体制加算」の対象
研修であり、修了した相談支援専門員がいる相談支援事業所がその対象となります。
　昨年度までは全日程オンラインでの開催でしたが、今回は 2日間（終日）を会場、3日目（半日）
をオンライン（Zoom）という「会場+オンライン」での開催としました。

【研修概要】
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未成年後見に関する相談対応への学び
　未成年後見小部会主催の未成年後見人追記登録者向けの継続研修を開催しました。
　今回は神戸家庭裁判所書記官を講師にお招きし、未成年後見事件の動向、具体的な手続上の留
意点、社会福祉士未成年後見人への期待についての講義、事例に基づくグループワークおよび講
師より助言等をいただきました。
　グループワークでは参加者よりの活発な意見、質疑応答が行われ、実際に相談を受けた際の考
え方を学ぶことができ、有意義な研修となりました。

【所感等】

報告

開 催 日　　2023年10月18日　13：30～15：30
開催方法　　会場での実施
講　　師　　神戸家庭裁判所

ぱあとなあ兵庫未成年後見部会における研修・交流会

ぱあとなあ兵庫未成年後見部会

受任に備え　必要な視点を確認
　未成年後見人登録者への継続研修として，今回は神戸家庭裁判所書記官の講演を聞き、
①家裁における未成年後見案件の現状について
②社会福祉士が未成年後見に関わる際に求められる役割、スキル
について，グループワークと発表を行い，学びを深める場を持った。
　未成年後見の申立て件数などの動向と、虐待やトラブルになりやすい案件の傾向や特徴、戸籍
への記載等、成年後見とは異なる必要な視点を確認することで、今後需要が拡大すると考えられ
る未成年後見人の受任に備えることを目的とした研修である。

【研修概要】
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フォレンジック・ソーシャルワークへの一歩
　司法と福祉職が共同で支援に携わる様子が臨場感を交え学べる機会となった。福祉職にとって
司法は敷居が高いイメージを持つ人も多いと思うが、互いの専門性を活かし対象者への支援にあ
たることは、社会福祉士として培ってきた知識やスキルを駆使しながら繋がっていく力を発揮す
る場でもある。お互いが専門職として、補い合う関係性であると理解できる機会となり、参加者
にとって一歩を踏み出す勇気を与えたことと思う。

【所感等】

報告

開 催 日　　2023年10月22日
参加人数　　28名
開催方法　　会場での実施
講　　師　　兵庫県弁護士会　弁護士　飯畑　正一郎氏、吉倉　美加子氏、吉山　裕氏

兵庫県社会福祉士会　更生支援委員会
委員長　佐藤　寛士氏、岡村　恵子氏、マドフォ　恵氏

刑事司法ソーシャルワーク実践研修会

更生支援委員会　マドフォ　恵

すぐ役立つ刑事事件の入口支援
　罪を犯した知的・精神障がい者や高齢者等への支援（フォレンジック・ソーシャルワーク）に
ついて基本的理解を深めるとともに、支援のスキルアップを図ることを目的に開催。弁護士と社
会福祉士による講演・シンポジウムの後、事例グループワークを通して、実践力を身につける。

【研修概要】
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　当日はハロウィンが近い週末ということで多くの家族連れで賑わっており、たくさんの方に足
を止めていただき、社会福祉士の活動・存在等について周知ができました。また、10件ほどの相
談に対応し、より社会福祉士を身近に感じていただけるイベントとなったのではないかと思いま
した。
　ハロウィンシーズンなので、スタッフも一部仮装を施して対応。お子さんだけでなく、年配の
方もこちらに手を振ってにこやかに対応してくださるなどスタッフも癒される体験となりました。

【所感等】

報告

開 催 日　　2023年10月29日　　　参加人数　　35名
開催方法　　会場での実施

まちかど相談会

神戸ブロック　永田　三輪

　神戸駅南側、デュオ神戸 採光ドームにてまちかど相談会を行いました。
　 2箇所の相談ブースの設営、広報誌Pocketに掲載している 4コマ漫画「社会福祉士のおしごと」
等のパネル展示、広報誌Pocket・兵庫県社会福祉士会リーフレット・ヤングケアラー関連チラシ・
防災研修チラシ等のチラシ持ち帰りコーナーの設置、ノベルティとして兵庫県社会福祉士会ホー
ムページへのアクセスQRコードをつけた保湿ティッシュの配付などを実施いたしました。

【実施内容】
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　荻田氏による基調講演では、研究者ではない、一実践者が実践を言語化すること、そのための
工夫など、「なるほど、日々の仕事の中で言語化することを、このように捉えればよいのか」とい
う気づきの多いお話でした。実践報告が日頃の実践と地続きであることを改めて確認することが
できました。
　実践発表では、問題の焦点化、問いへのアプローチなど整理すべき課題も多いのですが、日々
の仕事の中で生じる問いに向き合おうとしている様子を感じ取ることができました。最後に、調
査研究委員会による会員への調査では、上記の他、実際に実践研究・報告をどのように進めれば
よいか分からない、という声も上がりました（自由記述回答の分析より）。この結果をもとに、会
員による実践研究・報告の活性化に向け、調査研究委員会としてどのようなことに取り組めるのか、
今後も模索を続けてゆきます。

【所感等】

報告

開 催 日　　2023年11月 5 日　　　参加人数　　10名　　　開催方法　　会場での実施
講　　師　　荻田　藍子氏（兵庫県社会福祉協議会　福祉事業部長）

社会福祉実践発表会

調査研究委員会　竹森　美穂

実践発表会を開催しました
　例年、「実践研究発表会・実践報告会」として開催してきましたが、名称が長いこと、「実践発表」
とすることで参加者の敷居を低くしたいとの思いで、今年度から「実践発表」としました。今年は、
基調講演に兵庫県社会福祉協議会の荻田藍子氏をお招きし、「日頃の取り組みを実践報告につなげ
るために」として講演をいただきました。今年度の実践発表は 1題にとどまりました。普段はケ
アマネとして従事している報告者による、「ソーシャルワークの基本的意義とはなにか」という根
源的なテーマに関わる報告でした。
　また後半では、今年 2月に調査研究委員会がひよこメーリングリスト登録者を対象に行った調
査の報告をしました。今回の調査では、回答者の77％の回答者が学会報告の経験がない実態が示
されました。一方、35％が学会報告に関心があると回答をしています。本会会員は実践研究・報
告の経験が少ないという実態の一方、関心がある層も一定数いることが示されました。

【研修概要】
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　マインドフルネス講座は全国で開催されていますが、池埜先生の講座は「福祉援助職者のスト
レス軽減」にスポットを当てた、貴重な研修です。これは、池埜先生が福祉援助職経験者である
ことが大きいと思います。
　夕刻からの講座は、当日の急な仕事で参加できない方が結構います。「実際の講義には、ほとん
ど参加できなかったけれど、後日Zoom視聴が出来たので、助かりました」との意見も頂きました。
　来年度も同じ時期に、マインドフルネス講座を開催する予定です。その際は、ぜひご参加をお
待ちしています。

【所感等】

報告

開 催 日　　2023年11月10日　　　参加人数　　28名　　　
開催方法　　Zoomによるオンライン
講　　師　　池埜　聡氏（関西学院大学人間福祉学部教授）

マインドフルネス基礎講座（6回シリーズ）

研修委員会　綴木　くみこ

　毎年、秋から冬にかけて開催される、人気講座です。ここ数年は、コロナ禍もあり、Zoom研修
が続いていますが、自分だけの静かな空間で、先生と対峙できる、Zoomのよさを生かしたもの。
日本全国から、ご参加いただきました。
　マインドフルネスの講義、マインドフルネスの練習、グループワークの中で、マインドフルネ
スの基礎を学びました。また、講義以外にも先生から、マインドフルネス実践のヒントと、やる
気のフォローアップメールが毎週届くサプライズも。毎年、マインドフルネスの新しい研究成果
や新たな取り組みの紹介があり、連続受講の方が多いのも特徴です。

【研修概要】
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報告

開 催 日　　2023年11月10日　　　参加人数　　18名　　　
開催方法　　Zoomによるオンライン
講　　師　　木村　雄二氏

RINK（すべての外国人労働者と家族の人権を守る関西ネットワーク）

2023年度後期こうのとりゼミ①
「いまさら聞けない～在留資格の基礎」

研修委員会　近藤　健太

　こうのとりゼミ後期の共通テーマは「滞日外国人ソーシャルワーク入門」です。今回は、初のコ
ラボ企画として、生活困窮者支援委員会の皆さんに、ご協力いただきました。
　総務省は、地域における多文化共生を「国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的ちがいを
認め合い、対等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生きていくこと」と定義
しています。
　具体的な取り組みとしてコミュニケーション支援、生活支援、意識啓発と社会参画支援、地域活
性化の推進やグローバル化への対応が挙げられています。
　今回の講師の木村氏より、長年にわたる経験を具体的な数字や根拠を示す豊富な資料をもとに講
義いただきました。在留資格による就労制限や、制度利用の要件、コミュニケーションの壁をふま
えた支援の在り方を改めて学ぶことができ、今後増加が見込まれる日本で暮らす外国籍の方々の生
活支援について、社会福祉士の役割も大きくなるなか、貴重な研修となりました。

【研修概要】
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　近畿圏内各地より多くの方々に参加して頂き、今年も100名を超える実習指導者が誕生しました。
1日目はZoomを使用した講義、２日目は集合形式での講義及びグループワーク演習を行い、受講
者の皆さんには実習指導概論、実習マネジメント論、実習プログラミング論、実習スーパービジョ
ン論の 4科目を 2日間でしっかりと学んで頂きました。
　分野ごとのグループワークでは、皆さん和気あいあいと、時に盛り上がりつつ受講されておら
れました。

【所感等】

報告

開 催 日　　2023年11月11日～2023年11月12日または12月10日　　　参加人数　　107名
開催方法　　会場での実施
講　　師　　実習指導概論：山形　匡則氏（社会福祉法人明石市社会福祉協議会）

実習マネジメント論：山北　治彦氏（社会福祉法人やすらぎ福祉会）
実習プログラミング論：川島　恵美氏（関西学院大学）
実習スーパービジョン論：津田　克己氏（社会福祉法人 白百合学園）
　　　　　　　　　　　　西野　佳名子氏（兵庫県社会福祉士会事務局長）

実習指導者講習会

実習教育支援委員会　永田　三輪

　2012年 4 月から実習指導者の要件として、実習指導者を養成するための講習会の受講が義務付
けられています。2021年から社会福祉士の養成カリキュラムが新しくなり、社会福祉士会が実施
する実習指導者講習会は、2022年度より新カリキュラムに対応した内容となっています。本講習
会は実習指導者の要件を満たす講習会として厚生労働省に届け出たものです。

【研修概要】
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報告

開 催 日　　2023年11月19日　　　参加人数　　 6名　　　開催方法　　会場での実施
講　　師　　ファミリーホーム「中野ホームなかのこの里」管理・運営者

中野　秀彦氏（兵庫県社会福祉士会所属）

ファミリーホーム「中野ホームなかのこの里」見学会

研修委員会　綴木　くみこ

「子どもたちに安心の場を」と、ご夫婦で作る新しい家庭の形
　コロナ禍で、ずっと延期になっていた「なかのこの里」の見学会が、ようやく実現できました。
子どもたちの案内で、広い敷地や建物の中を見学。そのあとは、それぞれがお茶とお菓子を食べ
ながら、輪になって、説明会とディスカッション。30代の若さで立ち上げたホームの素晴らしさ
と苦労、日々の葛藤について、飾らず真 に、そしてユーモラスに、お話しいただきました。話
が盛り上がり、終了時間を大幅に過ぎても、話が途切れることなく続き、帰るころには、すっか
り「なかのこの里」と中野夫妻のファンになりました。

【研修概要】
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家族システムアプローチに気づく
　発表者が“実践を振り返り、理論に結びつけて説明していたこと”や、その“アプローチ方法”
に対して参加者から活発な意見が出ました。
　「社会福祉士として自分の実践をこのように理論に結び付け、説明できることは重要。普段から
やっていないと難しいと思った」「意思決定支援の視点から、本人が『困っている』と言うまで待っ
てから動くものだと理解していた。家族の困りごとから介入するという切り口に驚いた。これが
家族システムアプローチだと気づいた」という声が上がりました。

【所感等】

報告

開 催 日　　2023年 9 月10日　　　参加人数　　23名
開催方法　　Zoomによるオンライン
講　　師　　学習会担当者：中山　緑（ソーシャルワーク研究委員会　委員）

ソーシャルワーク研究委員会　オープン学習会

ソーシャルワーク研究委員会　乾　なち子

認知症の人を地域で支えるために～認知症地域推進委員の活動を通して考える～
　ソーシャルワーク研究委員会は定例学習会を開催しています。委員会メンバーが持ち回りで話
題提供者となって発表した後、参加者間で意見交換を行うというスタイルです。今回は委員以外
の方にも学習会を体験してもらおうと参加者を広く募り、オープンな形で開催しました。

　発表は、認知症地域支援推進員として、複合多問題を抱えたAさん一家に関わった活動が題材
でした。支援を開始した当初、Aさんには拒否されていました。やがて、Aさんの奥さんが困っ
ていることに気づき、奥さんのストレングスを引き出すよう、モチベーションをサポートしてい
きました。その結果、奥さんは自信を取り戻していき、Aさんからの信頼も得て、Aさんの受診
介助ができるまでになりました。奥さんの支援に介入することが、Aさん家族への支援の糸口に
なったそうです。
　こういった家族全体へのアプローチについて、発表者は地域や社協をはじめ、他職種との連携
の道筋についても触れ、「家族をシステムで見る『家族システムアプローチ』の実践そのものだっ
た」と振り返りました。

【研修概要】

■■　2424　■■



相談にこられた一般参加者の方から
　「相談窓口と言うと、なんだか敷居の高い感じがありますが、地域のお祭りの会場内ということ
と、開放的なスペースでしたので、気軽に聞いてもらえる感じがしました。相談員さんの物腰も
柔らかで安心してお話を聞いて頂けて良かったです」

【所感等】

報告

開 催 日　　2023年11月18日　11：00～14：00　　　参加人数　　 2名
開催方法　　会場での実施
講　　師　　相談員 2名派遣　垣内　信子　大庭　絵里

神戸市北区の地域ふれあい祭り

相談委員会　大庭　絵里

相談員2名派遣　体育館にブース設置
　神戸市北区で開催された「地域ふれあい祭り」に相談委員会から相談員 2名を派遣しました。
祭りには、地域の福祉法人や家族会、包括や相談支援センター、医療生協、自治会の子供会など
も参加して、舞台あり、ゲームあり、バザーありでした。当日はとても寒く、相談ブースがある
体育館の中も上着が脱げませんでしたが、地域の小さい子どもたちからご高齢の方々まで多くの
参加があり、わたしたちも楽しく参加してきました。
　年明け 2月には「地域ふれあい祭り第 2部」として医療・福祉職の職業体験会があり、「相談援
助職」を子どもたちに体験してもらう予定です。

【実施内容】

相談ブースで相談を
聴いている様子

ステージのキタキタ体操に地域の人が参加している様子
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　元気にのびのびと楽しそうに歩く子供達を見て、スタッフも元気をもらいました。次年度も外
出行事を検討する予定です。

【所感等】

報告

開 催 日　　2023年10月29日　　　参加人数　　11名　　　開催方法　　会場での実施

ヤングケアラーの居場所プロジェクト
　廃線跡ハイキング

阪神ブロック

子供達も大興奮　元気に4.7㎞踏破
　子供達とヤングケアラーの居場所プロジェクトスタッフの総勢約20名で武田尾にある廃線ハイ
キングに行ってきました。普段とは違う場所や雰囲気に子供達も大興奮！！スタッフが協力して作
成したお弁当に大喜び。生瀬駅から廃線跡を経て武田尾駅まで4.7ｋｍを元気に歩き通しました。

【実施内容】
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　コロナ禍以前はバーベキューをしたりバドミントンをしていたこともあった集い場ですが、こ
の度は約 4年ぶりにこういった形で開催することとなり、はじめはどのような雰囲気になるのか
少し不安な気持ちもありました。いざボウリングが始まると、非常に盛り上がり、普段の集い場
や研修とはまた違う形での交流ができたのでは無いかと思います。これからもできるだけたくさ
んの会員の皆様に交流や学びの機会を提供できるよう、少しでも貢献できればと思います。参加
してくださった皆さん、ありがとうございました！！

【所感等】

報告

開 催 日　　2023年10月29日　　　参加人数　　13名　　　開催方法　　会場での実施

【集い場】ボウリング大会

東播ブロック　大久保　健太

会員やお子さんら13名が参加
　会員同士の繋がりや交流を目的として、約 2か月に 1回の頻度で開催している「集い場」ですが、
今回はボウリング大会を開催しました。いつもは様々な分野のテーマについて話を聞いたり、参
加者同士で話し合ったりすることが多いのですが、コロナ禍以降久しぶりの研修形式でも、座談
会でもない集い場となりました。会員とお子さん含めて13名の参加があり普段とはまた違った形
で交流を深めることができました。

【研修概要】
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神戸ブロック（ブロック長　中尾　美隆）
ロックインフォメーション ①ブ

【活動報告】
　 10月29日　デュオ神戸　採光ドーム　まちかど相談会（10時～14時）
　12月 9 日　つどい場LeLien（ル・リアン）　忘年会

　10月29日のまちかど相談会にはたくさんの方に足を止めていただき、社会福祉士について周知
ができました。12月 9 日の忘年会はコロナ明けでの顔を合わせた久しぶりの開催となり大いに盛
り上がりました。

【活動予定】
　 2月　ブロック研修会

　 2月にはブロック研修会を開催予定です。内容・日程等については、ひよこメーリングリスト
または神戸ブロックFacebookにてお知らせいたします。

【お知らせ】
　●　Facebook（フェイスブック）しています。　検索：兵庫県社会福祉士会神戸ブロック
　●　神戸ブロックのメーリングリストの申込先は下記の通りです。
　　　kobe.block.fukushishikai@gmail.com

阪神ブロック（ブロック長　中原　克子）
ロックインフォメーション ②ブ

【活動報告】
　 9月21日　Zoom　役員会
　 9月28日　Zoom　学習会　マインドフルネス体験講座
　10月25日　Zoom　学習会　災害時支援におけるDWATとは？
　10月29日　廃線ハイキング　ヤングケアラーの居場所つくりプロジェクト
　11月11日　Zoom　ナイトカフェ　「紙芝居で伝える成年後見制度」と日々の活動について
　11月11日　Zoom　自主ゼミ　社会理論
　11月15日　Zoom　役員会
　11月25日　Zoom　自主ゼミ　権利擁護
　12月 2 日　西宮市内　役員会
　12月 6 日　Zoom　ヤングケアラーの居場所つくりプロジェクト
　12月 9 日　Zoom　自主ゼミ　人体の構造
　12月16日　Zoom　自主ゼミ　低所得者支援
　12月23日　Zoom　自主ゼミ　社会保障・保健医療サービス

【活動予定】
　 2月17日　パイクとそら　ナイトカフェ　川端輝彦さんを囲んで揚げパンを食べながら語ろう
　 2月23日　Zoom　クリニカルアート（臨床美術）
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西はりまブロック（ブロック長　岸　剛健）
ロックインフォメーション ③ブ

【活動報告】
　11月10日　相生　西はりまブロック研修について

【活動予定】
　 1月27日　姫路地場産業ビル　西はりまブロック研修①
　 2月 9日　Zoom　西はりまブロック研修②
　 3月16日　姫路地場産業ビル　西はりまブロック研修③

【お知らせ】
　西はりまブロックでは毎月最終金曜日19：00よりプレミアムフライデーと題し、Zoomによる交
流会を開催しております。西はりまブロック以外の方もお気軽にご参加下さい。出入りは自由です。

淡路ブロック（ブロック長　古家　英敬）
ロックインフォメーション ④ブ

【活動報告】
　 4月22日　Zoom　淡路ブロック総会について、Zoom交流会について

【活動予定】
　 6月 4日　Zoom　淡路ブロック総会　役員会
　 7月22日　Zoom　淡路ブロックZoom交流会
　　20時～　Zoomでの交流会を開催予定です。
　お時間の許す限り一緒にワイワイと楽しみたいと思います（^▽^）/
　是非ともご参加ください！！

【お知らせ】
　淡路ブロックでは、仲間づくり・交流・淡路ブロックの活動の見える化・様々な情報共有を目
的としてLINEグループを開設しています。また、不定期ではありますが、Zoom交流会も予定し
ています。
　その都度、インフォメーションさせていただきます。
　皆さんと共にブロックの活動を盛り上げていこうと思いますので、よろしくお願い致します。
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但馬ブロック（報告者　下中　智晃）
ロックインフォメーション ⑤ブ

【活動予定】
　開催日：2024年 2 月17日　開催方法　会場での実施
　講　師：認定ファシリテーター　岡本　知美氏（豊岡市役所　健康増進課）
　研修名：コミュニティコーピング体験会

【実施予定】
　「社会的孤立」をゲームで解消してみよう――。生活環境や家族形態、地域社会の変化で「つな
がり」が希薄化し、人々が孤立や生きづらさを感じる状況の中で、本ゲームでは悩みを抱えた人
が 6つの地区のどこかで発生します。同じ地区に 4人以上、悩みを抱えた人が年の最後にとどま
ると、地域体制が崩壊し、ゲームオーバー！果たして2030年まで存続し続けることができるでしょ
うか？！
　ゲームを通じて、これからの地域のあり方、社会福祉士としての専門職の役割について楽しく、
場合によっては真剣に考えてみたいと思います。但馬以外の方もお気軽にご参加ください。

コミュコピ体験会＠豊岡市 開催の様子
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研修委員会 委員長　綴木くみこ

【活動報告】
10月21日　 Zoom開催　後期こうのとりゼミ

企画話し合い、見学会現場打ち合
せ

11月10日　 Zoom開催　第 4回こうのとりゼ
ミ

11月10日　 Zoom開催　第 1回マインドフル
ネス講座（ 6回シリーズ）

11月18日　 Zoom開催　後期こうのとりゼ
ミ、マインドフルネス打ち合わせ

11月17日　 Zoom開催　第 2回マインドフル
ネス講座（ 6回シリーズ）

11月19日　 神戸市北区　ファミリーホーム
「なかのこの里」見学会

11月24日　 Zoom開催　第 3回マインドフル
ネス講座（ 6回シリーズ）

12月 1 日　 Zoom開催　第 4回マインドフル
ネス講座（ 6回シリーズ）

12月 8 日　 Zoom開催　第 5回こうのとりゼ
ミ

12月15日　 Zoom開催　第 6回マインドフル
ネス講座（ 6回シリーズ）

1月12日　 Zoom開催　第 6回こうのとりゼ
ミ

　研修委員会は、毎月第 3土曜日の18：30よ
り、Zoomにて開催中です。興味のある方は、
ぜひご参加ください。現在、令和 6年度前期
のこうのとりゼミのテーマを募集中です。

インフォメーシ
ョン

委員会 ❶

【活動報告】
9 月18日　 兵庫県社会福祉士会事務局　実践

発表会に向けた打ち合わせ、研究
誌再開について

10月 9 日　 兵庫県社会福祉士会事務局　実践
発表会に向けた打ち合わせ、研究
誌再開について

11月 5 日　 兵庫県福祉センター202号室　実
践発表会振り返り

【お知らせ】
　委員会で一緒に活動してくださる方を募集
しています。実践報告、実践研究の経験は問
いません。ご希望の方はホームページからお
問い合わせください。

調査研究委員会 委員長　竹 森 美 穂インフォメーシ
ョン

委員会 ➋
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ソーシャルワーク研究委員会 委員長　真 利 敦 子

　「ソーシャルワーク実践から理論を読み解
く」をテーマに活動しています。いろんな分
野で活躍している方が参加しています。学習
会では、メンバー持ち寄りのテーマで参加者
全員で意見交換をしています。
＊ 興味のある方はいつでも体験可能です。お
待ちしています。

【活動報告】
9 月10日　Zoom　オープン学習会
　　　　　 テーマ「認知症の人を地域で支え

るために～認知症地域推進委員の
活動を通して考える～」

　　　　　 （内容はp24の別記事を参照くだ
さい）

10月 5 日　Zoom　コアメンバー会議

11月12日　Zoom　コアメンバー会議
11月12日　Zoom　委員会
　　　　　 学習会テーマ「福祉的援助におけ

る専門性とは何か～当事者性と専
門職性との間で感じること～」

【今後の予定】
1 月14日　Zoom　コアメンバー会議
1月14日　Zoom　委員会
　　　　　学習会テーマ「未定」
3月10日　Zoom
　　　　　 委員会　 1年間の振り返り茶話会

（予定）

インフォメーシ
ョン

委員会 ➌

ぱあとなあ兵庫 委員長　米 田 直 人

【活動報告】
9 月20日　Zoom　 運営委員会
　　　　　 参加人数：31名+事務局 1名

【今後の予定】
12月23日　Zoom　
　　　　　ぱあとなあ運営委員会

インフォメーシ
ョン

委員会 ➍
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【活動報告】
8 月30日　Zoom　参加者： 6名
10月 4 日　Zoom　参加者： 6名
・ 11月11日／11月12日／12月10日開催の実習
指導者講習会についての役割分担
・ 実習指導者講習会修了者へのフォローアッ
プ方法検討・オンライン交流会の企画
・ 近畿ブロック実習指導担当者会議への参
加・内容報告
などを委員会にて協議・検討した。
※ 10月24日国家試験対策委員会と社会福祉士
養成校との話し合いに参加

【今後の予定】
1 月24日　 Zoom　実習指導者オンライン交

流会振返り等について
　平日夜にZoomで開催することが多いで
す。お気軽にご参加ください。

【お知らせ】
　実習教育支援委員会では、次代を担う方々
を育成するための実習のあり方について、養
成校の皆さんと意見交換をしたり、実習指導
者を養成するための講習会を主催したり、現
に実習指導をしている方々へのフォロー方法
を検討したり、養成校の皆さんと実習指導者
とを橋渡ししたりなどの活動をしています。
　皆さんのご意見をこれからの実習教育に反
映させませんか？？一緒に活動していただけ
る方を随時募集しております。お気軽にご連
絡ください。

実習教育支援委員会 委員長 永 田 三 輪インフォメーシ
ョン

委員会 ➎
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地域移行支援委員会 委員長　清 原 幸 代

【活動報告】
5 月30日　ハイブリッド式　参加者： 6名
　　　　　地域移行（情報交換）・研修検討
7月27日　ハイブリッド式　参加者： 4名
　　　　　地域移行（情報交換）・研修企画
9月28日　ハイブリッド式　参加者： 7名
　　　　　精神保健福祉法改正（学習会）
・地域移行・退院支援（情報交換）
・委員会内学習会（精神保健福祉法改正）
・ 研修企画（2024年 2 月）などを委員会にて
協議・検討。

【今後の予定】
11月30日　 ハイブリッド式　地域移行（情報

交換）・研修打合せ等
1月25日　ハイブリッド式　研修打合せ等
2月 3日　 ハイブリッド式　地域移行支援研

修（滝山病院にかかる虐待問題）
3月28日　 ハイブリッド式　2024年度事業計

画等
　奇数月（ 5月・ 7月・ 9月・11月・ 1月・
3月）第 4木曜日の夜　ハイブリッド式で委
員会を開催しています。

【お知らせ】
　2024年 2 月 3 日（土）に研修「なぜ、精神
科医療現場等で虐待が繰り返されるのか」を
開催します。
　2023年 2 月、東京・八王子市の「滝山病院」
において、職員による虐待事件が大きく報道
されました。精神科医療現場等で繰り返され
る虐待事件に、当事者や関係者は大きな憤り
を感じています。なぜ、精神科医療現場等で
虐待が起こるのでしょうか。また、私たち当
事者や支援者はこの虐待問題や増え続ける身
体拘束問題にどう向き合えばよいのでしょう
か。今回、「滝山病院」の虐待問題や身体拘束
問題に取り組まれている杏林大学・長谷川利
夫先生をお迎えし、事件の真相に迫るととも
に、7団体協議会の代表者（当事者・家族会・
支援者）を交えてパネルディスカッションを
開催します。

インフォメーシ
ョン

委員会 ➏
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委員会責任者名■
Committee person in charge

災害支援委員会

高齢者・障害者虐待対応委員会 田島　啓子

真利　敦子

大庭　絵里

中山　貴之

毛利　庸靖

竹森　美穂

綴木くみこ

米田　直人

山内　賢治

西野佳名子

谷口　智昭

清原　幸代

佐藤　寛士

大塚真由美

樹下　和幸

永田　三輪

原田　定道

委員会活動に興味・関心のある方は、委員会見学申込書をご利用ください。
委員会見学申込書の書式は、本会会員専用ページからダウンロードすることができます。
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sp8c6h89@aurora.ocn.ne.jp
（弁護士、司法書士、社会保険労務士、税理士等と連携して業務を行うこともあります）

。

。
。

これからも初心を忘れず

広  告

広  告
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　虐待という究極の権利侵害から高齢者・障害者を護るために、専門職チームが担う役割は重要で、そこにメンバーを

派遣するという役割を責任を持って遂行するために、今後もこうした学びを継続して深めていくことは不可欠と考える

ところです。
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☺☺

By Hyogo Association of Certified Social Workers

辰
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障害者総合支援法における障害福祉サービスの就労支援には「就労継続支援」「就労移行支
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た。精神科医療現場等で繰り返される虐待事件に、当事者や関係者は大きな憤りを感じています。
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: 090-1140-1610

 

 
 
 
 
 
 

miharasino_oka@yahoo.co.jp
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ZOOM

ZOOM ID 850 9153 2318 533238

: 090-3033-7205
LLINE  

 https://line.me/R/ti/g/chCkkRfT2p 
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